
                                   

新青丸研究航海報告 

 

 

* 航海番号         KS-21-12次研究航海 

 

* 航海名称    （和文）日本海対馬暖流域における学際的合同海洋観測 I：海洋渦に捕

捉される風成内部波の痕跡とその可視化 

 （英文）Interdisciplinary research program across the regions of 

Tsushima Warm Current - Part I: 3D visualization of wind-

generated fine-scale internal waves associated with 

oceanic eddies   

 

* 観測海域  （和文）日本海、大和海盆 

         （英文） Yamato Basin, Sea of Japan 

 

* 航海期間   令和3年6月25日（金）～令和3年7月2日（金） 

 

* 出港日時・場所   6月25日 12時 高知港 

     

* 入港日時・場所      7月2日 10時 舞鶴港 

 

* 寄港期間・場所      なし 

 

* 研究課題 

    1. 大和海盆・暖水渦の海洋物理構造の研究 

2. 対馬前線での魚群群集組成と海洋構造の対応に関する研究 

 

* 主席研究員（氏名・所属・職名・e-mail アドレス ◎は＠） 

  川口悠介・東京大学大気海洋研究所・助教・ykawaguchi◎aori.u-tokyo.ac.jp 

   

* 研究内容，主調査者（e-mail アドレス），観測項目 

1. メソ・サブメソ渦と内部波エネルギーの立体的構造・分布に関する調査（川口悠介

ykawaguchi◎aori.u-tokyo.ac.jp）：乱流・CTD・船底 ADCP 

2. 大和暖水渦での沈降物資のフラックス観測（乙坂重嘉 otosaka◎aori.u-tokyo.ac.jp）, 

係留系・セジメントトラップ・ADCP・CTD 

3. 表層のメソ海洋構造に対する Ocean DNA に関する調査（伊藤進一 goito◎aori.u-

tokyo.ac.jp）, バケツ採水・DNA 分析 



* 乗船研究者氏名・所属・職名 

氏名 所属 職位 

川口悠介（主席） 東大大気海洋研    助教 

和川拓（次席） 水研機構    研究員 

藤尾伸三（次々席） 東大大気海洋研    准教授 

伊藤大樹     水研機構    研究員 

千手智晴     九州大学応力研    准教授 

矢部いつか     東大大気海洋研    大学院生 

孫恩愛     東大大気海洋研    大学院生 

酒井秋絵     九州大学応力研    大学院生 

Yu Zeshu     東大大気海洋研    大学院生 

Sk. Istiaque Ahmed 東大大気海洋研    大学院生 

佐藤弘康      マリンワークジャパン 観測技術員 

 

* 航跡・測点図 

 

 

図：主な観測点（左）と航跡（右）。左：6 月 29 日時点での海面高度を色で、地衡流をベ

クトルで表示。右：海面高度を等値線で、航跡沿いの海面塩分を色で表示。 


